
6こんごの問癌点

① 害虫盛除の合处’普犯て予訪手段つ含理化のためには,単木的,林分ごと•つ枯桶の危険奩,r 

なわち枯損危険木Q予加ができることが必妾で研究の中心もこの面に爪点をおいている現在は, 

研究推進の必岌上瘦宜な方法として噌恂の出方金昌をつけることにより利定しているが,今後 

け,これに代わる倚澳な万法について研究土ナナめろ。

の害虫の谨那加害は酬木の生即灸件に支配されることカ:•貝・体的に明らかになった(茨菜として) 

ため,生理異常をあ、こさせる原因についての究明が必要で,樹侷,国類i•よび,造林,土・各 

陽係者の協同絲合研究が必姿であろ。

③ 害虫の面から残されている兩殁探題である害:U«と枯担発生紙の関係あ,樹木自体の条件 

がだんだん明らかになるにしたがって,従来不可疏と恩われていたこの誤題も解明の糸口がっ 

かめるものと考角られる。
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I 7.カラマツ結実促進と害虫防除に関する研究

1試繰担当者

it虫给ー斩究室 :山

西

田

野

房男

トシ子

,小 林一三 •山崎 三郎

视子研究室 :小 沢 半二郎 •没 川泄彦 •艮尾 精文

横 山 敏孝

木肖分場保捜研究室 :小 沢 孝弘 ,海老沢文子

2試職目的

近年,カラマツ枷子の不足にともない,カラマツの祜実について関心が高ま,ていろが,冋時 

にその啄•果の虫害が重要であることが明らかにされてきた〇

この試をは,カラマツ採称|木にふ、ける本政密咲と,環伏剝皮による結実促進効果との関係を明 

耐にすると冋時に,極子舔集上に大きな曝害を与えている告虫•就中カラマツタネバエの経過评 

性を明らかKし,防除対術を碓立して,應良秋子の増蔭に寄与することを目的としてい為

3 前年皮までの経過とえられた結果

県伏側皮Kよる結実促進の効果は,本散密ffilC X 〇て茬全示し,まえもって間伐された林にむ 

いては,倍生量が多くなることが明らかになった〇吏た,標果のつさ方は,その7 〇〜8 0 %が, 

クローネの上半に着生する題向も認められている。しかし,お庁の品質,良質種子の収もt等につ 

いては,現在准でのところ,贝罟のために治料が禅られてい左い。

害虫に関しては,結史を阻吿し,或いは怵子を食由・する害虫が数秋存在することがわかったが, 

その中で,最も诋变なものは:,カラマツクネバ工であることが明らかになった.因み;て,カラマ 

ツタネバエは,本邦にお•けるはじめての紀録である。4 〇年をまでの凋査によって,カラマツタ 

ネパエ刀長野限下における分布,加害のしかた,長野则、諸地方に公ける経過の歧玛を知ること 

ができた。すなわち,カラマツタネパ工は潮映下一円に分布し,成虫は春出現する、幼虫は, 

カラマツ球果内に穿入し,若い:ほ子を次々に住害しながら生育す矣6月〜7月の頃,老熟した 

幼虫は堰上に落下し・落葉層の下部付近で师になる。Mのまま越冬する。1部の個体は球果内で 

甬になり,そのまま越冬する。被害をうけた状梁からは,初子がほとんどをられな踞等なの聿 

項が判明した»

なた,室内において烝剤による殺虫試騎を行なった結果,BHCやDDT,t成虫に対して壮非 

常に効果があるが,幼虫や诵に対しては効炽が味だ劣ることが「Uった。



なわ,関連した報告として次の文,就が公刊されていろ„

〇浅川澄彦ほか(19 6 6 ):採か作透成に関する試象(1)7カマッ・カラマツ就蛟地口& 

定と3年間の調死結垠,林試研椎(18 4)

〇 冋上 ほか(19 6 6):カラマツ採建怵の本数當産と環汰剽度の結実促進劾果,H体誌 

4 8(6)

〇山田房男ほか(19 6 5):カラマツ咔果わ害虫;て関ナる研究(I)刀ラマツタネパエ 

Hylemyalar icicola Kar！について,7 6回日林必

〇小沢孝弘ほか(19 6 5 ):冋上(■)長野求下の被害分布とその解析,［可上

〇山田,坪男母か(19 6 6):同上(U)カラマッタネパエの経過・目性,77回日林渭(廂 

制中)

〇4沢孝弘ほか(19 6 6 ):网上(邸)被害分布とその解析,7 7回日林籍

°小林一三(19 6 4 ):カラマツ峨果の新害虫,保林防疫ニュース15(11) 

〇冋上 <1? 6 7):カラマツ咪果の虫苫,蛛木と弯独(41)

〇小沢孝弘(19 6 5):カラマツ球果の害虫について(1),長野林反(3>.

。同上(19 6 5):冋上(2),同上(4)

〇同上(19 65):同上(5),同上(5)

。同上(1965):冋上(4),同上(6)

4 41年度の試験計画

< i)採號林にあ、ける結実状況調査

(ii) " 結実促進処理

(川) •" 施肥処理

(田) " 害虫の務類およぴ被罟調査

<v)カラマツタネパエの経過習性蜒

(vi)防除試弟

5 41年度の試験経過と桔果

長野営林局白田営林岩管内わ上ぴ上田営林署管内に夫ノ,,1カ所宛試験用採穂林を設定して,

(5)—(i) , (ii),(帀)の処理を行ない,4 2年底の試板のための準備を完了しれ〇

害虫については採種林にち、ける調査のほか長野県小諸市の林木育他場長野支場画期あ、よび林試 

木唇分場也場をも野外就験地として,脚査研究を行なつ疫 その結果,カラマツタネバエの経過 

習性について,更に知見を冰めることが出来たほか,成虫の出現期i・、よぴ産卵期を知るためHは,
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カラマツ化阳の飛敌期が目安とをることがわかった〇

野外にふける时除試淀としては,上田あ林岩??内の成知林にお、いて予備的な灾?食を試みたが, 

予期したよつな効果は仰らんなかった。カラマツタネバエ成虫の出現期を抵定する方法が,当時 

未だ知られていなかったために,防除時期カ嗯きに央したことが,防除効果をあけられなかった 

主疫な原因と:号えられる。

6 こんごの問圏点

(i ) 松に竦開した伏態此あろ母街に対して,環伏剝皮処厚を行なえば,花芽の分化を促進 

し,携年の結実力啷侍できるか,この場合の椭勢刀回復のための,寇匿その他の方法を検討 

する必疫がある。

(ii) 期冠区分別に,球果の消生我パ紆の品質,虫害状,密などを検討する必要がある。

(iii) カラマッタネパエ成虫の行動習性会xび渐化条件と羽化時期との関保の調盖

(IV) 幼虫の経過令数、つ確認,

< V) 野外に時ける防除法の確立〇

<vi)カラマッタネパエ以外の’佯虫に関する誠も

—18 7—
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